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●発行者―学長 小川 彰　  ●題字―理事長 大堀 勉

おもな内容

薬学部白衣授与式（大堀記念講堂）

救援物資、震災募金への御礼
この度の東北地方太平洋沖地震に際しましては、多くの皆様から救援物資並びに募金

をお寄せいただいています。皆様からの温かいご支援に対し心より御礼申し上げます。

〈写真撮影：画像情報センター、５月12日㈭（関連記事Ｐ8）〉

●─ 巻頭言 岩手医科大学医療専門学校の門出にあたって　岩手医科大学医療専門学校校長　三浦　廣行
●─ 特　集 超高磁場先端 MRI 研究所の紹介

医歯薬総合研究所　超高磁場 MRI 診断・病態研究部門　教授　佐々木　真理
●─ トピックス ふれあい看護体験が行われる
●─ フリーページ すこやかスポット医学講座 №27
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巻　頭　言巻　頭　言巻　頭　言

本年４月１日より、岩手医科大学歯科技工専門学校と岩手医科大
学歯科衛生専門学校が統合され、校名を岩手医科大学医療専門学
校、設置課程として歯科技工専門課程歯科技工学科は２年課程、入
学定員25名、収容定員50名、歯科衛生専門課程歯科衛生学科は３年
課程、入学定員40名、収容定員120名となり、学校の所在地は盛岡
市上ノ橋町１−12（写真）として設置認可となった。

統合にかかる経緯としては、歯科技工専門学校と歯科衛生専門学
校の収支改善を図るために組織的な改善が必要であることと、今後
の各種医療技術者養成に対応する必要性について、経営改善委員会
からの答申を受け、平成21年10月定例理事会で承認され、約１年半
をかけて統合準備を進めてきた。

それぞれの専門学校の沿革は以下の通りである。
岩手医科大学歯科技工専門学校は歯学部開設の翌年、昭和41年４

月に歯科技工士養成所として開設した。昭和51年４月には学校教育
法の改正により岩手歯科技工専門学校となり、さらに、平成16年４
月より岩手医科大学歯科技工専門学校に校名を改めた。この間、平
成７年１月に文部大臣告示により専門士の称号を与えることが認可
され、また平成８年からは文部大臣指定の歯科専門学校として承認
された。本校は開校以来1,061名の卒業生を輩出し、国内外で活躍している。

岩手医科大学歯科衛生専門学校は昭和39年４月に創設された岩手県立衛生学院歯科衛生学科の移管を受け、
平成16年４月１日に、新たに３年制として開校し、これまで228名の卒業生を輩出した。

新しい専門学校の運営にあたって、「現在は過去からのプレゼント、現在は未来への貯金」と云われている
ことからも、両校のこれまで培ってきた実績をベースに、今回の統合を飛躍のチャンスととらえ、岩手医科大
学という組織の中だからこそ可能な新しいコデンタルスタッフの養成機関としての充実を図って行きたいと考
えている。

教育現場でも競争原理の考え方から、「勝ち組」「負け組」という言葉がみられるが、学校教育と競争原理と
は根本的に相容れないものと思う。学校教育で必要な競争は、対象が他校ではなく、自校の中で、教員が、教
員自身と競争し、昨日よりも今日、今日よりも明日がより良くなるように努力することが重要と考えている。
そして、学生さんには、本物を見せ、体験させることで、本物を見極める目を養うことが大切と考えている。

10年後には歯科医師が不足し、その前に、５年後には歯科技工士が不足することが予測されている。歯科衛
生士についても、まだまだ人手不足が続くと考えられている。

このような歯科界の中で、患者さんから、そして社会から信頼され、21世紀の歯科医療を支えて行くコデン
タルスタッフの養成は、岩手医科大学の重要な使命のひとつと考える。

医療専門学校教職員一丸となって、学生教育にあたる覚悟でおります。これまで以上に岩手医科大学の皆様
のご支援をお願い申し上げます。

三　浦　廣　行

岩手医科大学医療専門学校の
門出にあたって

岩手医科大学医療専門学校　校長

岩手歯科技工専門学校校歌（昭和51年９月制定）

上の橋校舎　校名揮毫大堀勉理事長
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夏季における電力不足について
去る３月11日に発生した東日本大震災により、太平洋側の火力発電所等を中心に甚大な被害を受けたことに加え

原子力発電所が安全点検のため停止し、復旧までには長時間を要することが見込まれ、電力需要がピークを迎える
７月〜９月頃には電力不足が懸念されます。

万が一、電力需要が供給を超えると予期せぬ停電を引き起こし、復電までに長時間を要す恐れもあることから、
停電を防ぐためにも私達も協力し節電していくことは必至です。

夏季の電力需給予想（東北地方）

夏季に予想される電力不足は230万Kw 程度になると見込まれていますが、もし昨年のような猛暑となるようで
あればさらに不足することが懸念されます。

このように電力不足が見込まれていますので、政府は大口需要家（本学も該当）に対して最大使用電力を15％削
減するように要請しておりますが、並大抵の努力では達成できません。

では、私達にできることはなにか改めて考えてみましょう。

私達にできること
★ 詰め替えができるものは詰め替え用を選ぶ。
★ エアコンの使用を止め、代わりに扇風機を利用する。
★ エアコン使用の際は、設定温度を上げる（推奨温度28℃）。
★ 窓の遮熱対策（すだれやカーテンの利用）
★ 照明の削減（窓際の消灯、不在時や昼休みの消灯など）
★ 家電品、パソコンなどの待機電力のカットや利用の削減
★ 省エネ家電品の導入（白熱電球→LED・電球形蛍光灯など）
★ 節水の推進　　　など

電力ピークの時期はもうすぐ、早急な対策が必要です！全員で協力し節電に努めましょう。
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省エネ推進委員会だより省エネ推進委員会だより省エネ推進委員会だより 〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜〜緊急！電力供給不足による省エネ対策のお願い〜

1,380万Kw

発電所 総発電見込 電力需要見込 需要家

1,150万Kw 230万Kw
電力不足！

矢巾キャンパスの太陽光発電システムについて矢巾キャンパスの太陽光発電システムについて
～先進的なエコキャンパスづくりの推進～

矢巾キャンパスでは、平成23年２月下旬から県内最大級
規模の太陽光発電システムが稼働しています。

供給電力への貢献や二酸化炭素排出量の削減など、地球
環境問題に配慮した先進的エコシステムとなっています。

発電データ実績（平成23年３月、４月）

3月

4月

267

261

8,266

7,837

3,868

3,667

一日あたりの
平均発電量（kWh）

積算発電量
（kWh）

二酸化炭素削減量
（㎏-CO2）

※一般家庭における一日あたりの消費電力は、約15kWh です。 設置されている太陽光パネル



4

矢巾新キャンパスに登場した超高磁場先端 MRI 研究所は、大堀勉理事長・小川彰学長のご英断で、文部科学省
戦略的研究基盤形成支援事業の助成の元、国内２台目となる最先端の超高磁場 7 Tesla MRI 装置を擁する施設と
して発足しました。本研究所には医歯薬総合研究所超高磁場 MRI 診断・病態研究部門のスタッフ（教授・講師・
助教各１名、ポストドクター３名）、診療放射線技師（１名）、および非常勤看護師（２名）が所属し、稼動に向け
て鋭意準備を進めております。東日本大災害による直接の被害は幸いにも軽微で、装置の最終調整に遅れが生じて
はおりますが、この大学報が皆様のお手元に届く前後には稼動を開始できるものと思われます。

当研究所に設置された 7 Tesla MRI は、最新機能を搭載した次世代型装置としては初号機であり、高性能傾斜
磁場システムと多チャンネルデジタル受信システムによって、従来の 7 Tesla とは一線を画する高画質が期待され
ます。また 7 Tesla では初めて寝台が脱着式となり、患者さんにより優しい装置となっています。さらに、内閣府
最先端次世代研究開発支援プログラムの採択（工藤與亮講師）を受け、初の多チャンネルラジオ波送信システムが
本年度末には搭載され、他の追随を許さない最新鋭の装置となる予定です。

7 Tesla MRIには様々な特徴があります。生体で200ミクロン、試料で100ミクロンの超高精細画像が可能となる
のはもちろんのこと、局所のわずかな磁場の乱れによる信号や位相の変化（磁化率効果）を利用した新たな機能形
態情報を得ることが可能となります。

特に従来見逃されてきた位相画像は、新たな脳機能・脳代謝計測法として期待を集めています。

超高磁場先端MRI研究所の紹介
医歯薬総合研究所　超高磁場MRI診断・病態研究部門

佐々木　真　理教授

超高磁場先端 MRI 研究所の外観 7 Tesla MRI 装置の外観

強度画像 位相画像 磁化率強調画像

7 Tesla MRI による高精細画像



また、MR 血管造影（MRA）
の画質向上も顕著です。今まで
高画質といわれていた 3 Tesla
MRA と比較してもその差は圧
倒的といえます。7 Tesla では
従来困難であった穿通枝と呼ば
れる50-200ミクロンの血管を明
瞭に描出できるため、脳卒中の
予防や治療などに大きな力を発
揮することが予想されます。さ
らに、スピンラベルや水分子プ
ローブによる高精度脳血流計測
など、未来に繋がる新しいイメ
ージング手法が実用化するものと思われます。

本学では既に 7 Tesla プロジェクト推進委員会（cMRI : Core of Multidisciplinary Research for Medical
Imaging）を組織し、講座・学部横断的な共同研究を戦略的に推進しています。また、7 Tesla 利用委員会を立ち
上げ、学内・学外の先生方のニーズにより広く柔軟に対応できる環境を整備しています。7 Tesla MRI は今まで基
礎研究用の装置と捉えられてきましたが、脳神経領域の先端的な基礎・臨床研究に即戦力の装置であることを本学
から世界に向けて発信していきたいと考えています。現時点では人の頭部と動物が対象ですが、近い将来それ以外
の領域へも応用が広がっていくものと確信しています。

今後とも、7 Tesla MRI の有効利用を通して本学の研究活動に貢献できますようスタッフ一同より努力して参る
所存ですので、ご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
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岩手医科大学震災募金のご案内
東日本大地震・大津波大災害に際し、被災により学業継続が難しい学生に対する経済的

支援や今後年単位で続く事が予想される被災地への地域医療支援のための資金、大学の教
育施設の被災復興を目的として、岩手医科大学震災募金活動を行っております。
皆様からのご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。
なお、手続き方法等については企画部企画課　支援受付担当までお問い合わせください。

＜お問い合わせ先＞
岩手医科大学企画部企画課　支援受付担当
〒020−8505 岩手県盛岡市内丸19−1　
TEL 019−651−5111（内線 7022・7023）　FAX 019−624−1231
E-mail：kikaku@j.iwate-med.ac.jp

■４月定例（４月25日開催）
１．ドクターヘリポートの設置場所について

来年度からの運航開始に向けて、附属病院移転予定地内に整備するドクターヘリ基地について、新病院との円滑な連
携や交通アクセス、近隣住宅地への配慮等を考慮した基本計画を承認　

理  事  会  報  告

3 Tesla 7 Tesla

MR 血管造影（MRA）
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主な予算項目主な予算項目

予算編成にあたって予算編成にあたって
『誠の人間を育成する』という本学の目的に鑑み、

教育・研究・医療のさらなる活性化と質的向上を目指
します。そのためには財政面において効率的な収支の
均衡を図り、資金確保に努め財政基盤の強化に取組ん
でいかなければなりません。

大学経営を安定・維持するためには入学定員充足が
不可欠であり、医学部・歯学部・薬学部ともその特性
を活かし、また、本学の特色である三学部連携による
教育・研究を推進し、総合医療人の育成に向けた魅力
ある大学創りを実践することにより、学生を確保して
いかなければなりません。特に、全国的に志願者が減
少している歯学部・薬学部については、本学独自の施
策を検討し実施しなければなりません。

事業計画については、病院移転計画は、移転用地造
成の着工により病院移転に向けた基本計画の策定、平
成24年度から運用となるドクターヘリの導入整備事業
の推進などがあります。また、学部移転に伴う内丸地

区再利用計画として手術部門、外来診療部門の拡充な
どを実施することとしており、病院移転までの暫定整
備であるため無駄を省いた必要最小限の整備を行うこ
ととします。なお、学部移転後のその他の建物利用に
ついても費用負担の軽減に努めた有効活用を検討しな
ければなりません。

財源確保については、病院移転整備に多額の資金を
必要とすることから、事業資金計画に基づいた資金の
確保に努めなければなりません。特に、帰属収入の
67.8％を占める医療収入については、患者の確保や新
設となった PET・リニアック先端医療センターの積
極的活用などにより大学附属病院全体の増収を図らな
ければなりません。

予算編成にあたっては、理事会が決定した諸施策を
実行し、教育・研究・医療活動が円滑に遂行できるよう
配慮しつつ、自主財源の拡大を図ると共に、経常的経
費の厳しい節減に努める圧縮した予算編成としました。

平成23年度消費収支予算の主な項目について説明し
ます。

収入予算は、学生納付金76億948万円（帰属収入に
占める割合17.1%）、医療収入301億1,470万円（同
67.8%）、補助金28億8,660万円（同6.5%）を計上しま
した。これら３項目で帰属収入の91.4%を占めており
ます。その他の収入は37億9,813万円（同8.6%）を計
上し、基本金50億円を組み入れたことにより、消費収
入予算総額は394億891万円となりました。

支出予算では、人件費190億4,916万円（消費支出に
占める割合46.0%）、医療経費（医薬品費、医療材料
費、給食材料費）111億1,427万円（同26.8%）、その他
の諸経費等112億4,548万円(同27.2%)を計上し、消費支
出予算総額は414億891万円となりました。

消費収入から消費支出を差し引いた消費収支差額
は、△20億円であり、本年度は支出超過（赤字）の予
算編成となりました。

本学の財政は、帰属収入の約67.8%を医療収入に委

ねており、また支出においては、人件費（46.0%）と
医療経費（26.8%）で約72.8%を占めております。財政
基盤の確立には引続き医療収入の増収と医療経費の適
正･効率化を念頭に入れ、教職員一人ひとりが経費全
般の節減に努めていかなければなりません。

１．学生納付金
学生納付金は入学金、授業料、実験実習費、教育充

実費、施設整備費からなっており、医学部37億5,697
万円、歯学部21億3,503万円、薬学部15億6,633万円、
医療専門学校１億5,115万円、合計76億948万円を計上
しました。

２．医療収入
附属病院（医科）、歯科医療センター、循環器医療

センター、花巻温泉病院、PET・リニアック先端医療
センターを合計した医療収入予算は、入院収入230億
7,102万円、外来収入67億8,912万円、その他の医療収

本法人の平成23年度予算が、３月28日に開催された理事会及び評議員会において承認されましたので、以下予算
の概要についてお知らせします。

なお、予算の詳細について説明・確認を希望される方は、財務部経理課に照会願います。

平成23年度 予 算
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学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
医 療 収 入
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
帰  属  収  入  合  計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計
当年度消費支出超過額

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
医 療 収 入
寄 付 金 収 入
補　助　金　収　入
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前年度繰越支払資金
収  入  の  部  合  計

収　入　の　部

収　入　の　部 支　出　の　部

7,609,480
172,200

30,114,700
2,133,000
2,886,600

177,330
567,880
747,720

44,408,910
△ 5,000,000

39,408,910
2,000,000

人 件 費
医 療 経 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
旅 費
修 繕 費
業 務 委 託 費
減 価 償 却 額
そ の 他 の 諸 経 費 等
予 備 費
消 費 支 出 の 部 合 計

19,049,160
11,114,270

885,910
1,079,980

238,280
519,860

2,575,310
3,537,080
2,209,060

200,000
41,408,910

金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

平成23年度　消費収支予算書 （単位：千円）

支　出　の　部

7,609,480
172,200

30,114,700
2,033,000
2,886,600

177,330
567,880
747,720

1,446,250
6,379,200

△ 6,897,120
13,000,000
58,237,240

人 件 費 支 出
諸 経 費 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
予 備 費
資 金 支 出 調 整 勘 定
次年度繰越支払資金

支 出 の 部 合 計

19,093,350
18,529,360
1,359,100
1,218,840
4,503,000
3,234,990

500,000
△ 2,410,250

12,208,850

58,237,240

科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

平成23年度　資金収支予算書 （単位：千円）

入２億5,456万円、合計301億1,470万円を計上しました。

３．補助金
経常費補助金は17億7,500万円、臨床研修費補助金

等その他の国庫補助金は１億8,661万円を計上してい
ます。また、地方公共団体補助金は、高度救命救急セ
ンター運営費補助金、病院群輪番制運営費補助金等を
合わせて９億2,499万円を計上しており、補助金は合
計28億8,660万円を計上しました。

４．人件費
給与・諸手当・所定福利費等の人件費は定期昇給分

1.82%を見込んで176億2,749万円計上し、また退職金
関係では退職金、退職給与引当繰入額に13億6,775万
円等を計上して、合計190億4,916万円となりました。

５．医療経費
附属病院合計の医療経費について、医薬品費は、対

医療収入割合18.9 %の56億8,700万円、医療材料費は
同17.2%の51億8,872万円、給食材料費は同0.8%の２億
3,855万円を計上したことにより、医療経費合計は111

億1,427万円（経費率36.9％）の計上となりました。

６．研究費
歯学部の講座研究費は、講座再編に伴い基本額を調

整し配分額の変更を行いました。医学部・薬学部・共
通教育センターの講座研究費及び個人研究費である特
別研究費、学会旅費の予算は前年度と同額としまし
た。

施設関係等の予算は次のとおりです。
１．施設関係

建物・建物附属設備等では、内丸地区手術室などの
改修工事に６億円、ドクターヘリ格納庫設置工事など
その他工事に４億円、合計10億円を計上しました。

また、建設仮勘定では病院移転用地造成工事に３億
5,910万円を計上しました。

２．設備関係
教育、研究、診療、管理用機器備品などの購入予算

として、12億1,884万円を計上しました。

科　　　　目
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今年度から県内の病院・薬局で実務実習を始めることとなる
薬学部の新５年生を対象にした「薬学部白衣授与式」が、５月12
日㈭午前９時から矢巾キャンパス大堀記念講堂で行われました。

式では、小川学長と二井薬学部長から、平成22年度の薬学共
用試験において全員が合格を果たしたことへの祝辞と長期実務
実習にあたっての激励のことばがありました。

関係者が見守る中、二井薬学部長、前田教務委員長、高橋実
務実習部会長から学生へ白衣と名札が授与され、５年生を代表
して猪股千枝さんが宣誓を行いました（表紙写真）。これから
臨床の場に第一歩を踏み出す学生に、大きな期待が寄せられま
す。

薬学部白衣授与式が行われる

５月12日㈭に本学附属病院にて「ふれあい看護体験」
が行われ、県内の高校生合わせて22名が看護業務を体
験しました。この行事はナイチンゲールの誕生日であ
る５月12日の看護の日にちなんで行われるもので、平
成４年から毎年実施しています。

参加者らは、白衣に着替えた後、小林病院長や及川
看護部長から挨拶をうけました。

その後、それぞれの体験場所に移動し、患者さんの
搬送や誘導、清潔面の援助、車椅子での散歩など看護
業務を体験し、患者さんとのコミュニケーションを深
めていました。

体験終了後の意見交換会では、「患者さんや担当看護
師の優しいことばに励まされた」、「患者さんに思いやりをもてる看護師になりたい」など感想が述べられ、今後進
路選択をしていくうえで、貴重な体験になったようです。

ふれあい看護体験が行われる

ベットメーキングを体験する参加した高校生

今年度の総合安全対策講習会が、５月24日㈫から14回
（録画映像による開催含む）にわたって本学講堂にて行
われ、合わせて約2,100人が参加しました。講習会では、
院内における総合的な医療安全対策をテーマに、医療安
全対策と感染対策総論について佐藤譲医療安全管理部
長、医薬品の安全使用について工藤賢三医薬品安全管理
責任者、感染対策について櫻井滋感染症対策室長がそれ
ぞれ講演しました。

５月24日の本開催では、平成22年度医療安全表彰者２
名・１グループと院内感染対策功労部署４部署に対し佐
藤部長から表彰状が授与されました。また、長期にわた
り医療安全に貢献された西６Ｂ病棟主任看護師の菅原敦
子さんへ感謝状が授与されました。

総合安全対策講習会が行われる

表彰状を授与される院内感染対策功労部署（血液・腫瘍内科）
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西６Ｂ病棟は、口腔外科、麻酔科、婦人科、皮
膚科の混合病棟です。スタッフは、看護師29名と
看護補助１名、クラーク１名です。歯科外来に看
護師３名を配置し看護を展開しています。患者さ
んは主に、手術療法・化学療法・放射線療法を目
的に入院されています。治療に伴う疼痛や副作用
による苦痛を緩和するため、いち早く症状をキャ
ッチし援助できるようベッドサイドケアを重視し
ています。

最も患者数の多い口腔外科では、最近は、動注
化学療法と放射線療法による治療が多く行われ、
副作用は患者さんの「会話する」「食べる」とい

医のプログラムの作成・募集・採用などの業務に
携わっております。

より良い臨床研修ができる様、研修環境の整備
に努めてまいりますが、今後も各部署のご協力･
ご指導をお願い致します。 （課長　吉田　政一）

No.68

平成16年４月に医師臨床研修制度がこれまでの
努力目標から必修・義務化となり、これに併せて
平成16年７月に当事務室が開設されました。

当事務室は木の花会館３階にあり、３名のスタ
ッフにより臨床研修医（現在 １年次11名、２年
次８名）の生活指導を含め、２年間の臨床研修に
おける種々のサポートをしております。

当事務室では、臨床研修プログラムの厚生労働
省への申請、臨床研修医のローテート管理、臨床
研修医の募集・採用、臨床研修医対象の症例検討
会・病理検討会の開催、OSCE（客観的臨床能力
試験）の実施、臨床研修医のオンラインによる研
修評価（EPOC）の管理、臨床研修の修了判定管
理、臨床研修費補助金に係る交付申請、専門研修

看
護
部
（
西
６
Ｂ
）

医
師
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
事
務
室

う楽しみを奪うことがあります。このような中
で、看護師は、副作用症状を早期に緩和しノンバ
ーバルなコミュニケーションを大切にすることで
患者さんとの信頼関係を構築するよう務め、食事
に関しては残存する味覚を観察するとともに栄養
士の協力を得て食事の工夫を試みます。

外来では、全身麻酔による障がい者の患者さん
の歯科治療を行っています。日帰りで行われるた
め、安全に治療ができるよう準備から治療後のケ
アまで気を抜くことはできません。また、障がい
者の患者さんと家族の不安を緩和するため経験豊
富なスタッフが抜群のチームワークで対応してい
ます。口腔外科外来では、全身麻酔での手術や鎮
静下での抜歯も行われ、歯科衛生士との連携で患
者さんの安全と安楽を確保するよう努めていま
す。また、病棟においても、歯科衛生士との協働
で患者さんの手術前・手術後の口腔ケアを推進し
ているところです。このように、多職種との連携
は患者さんに提供するサービスを良質なものにす
るばかりでなく、看護師の成長の機会となってい
ます。 （看護師長　西野　弘子）

■ ■ お知らせお知らせ■ お知らせ
本法人では、公益通報者保護法に基づき、公益通報及び相談等に対応する窓口として、学内に「公益通報受

付・相談窓口」を設置しています。公益通報は、学内で法令・学内規程違反等の不適切な行為が生じ、或いは生
じようとしている旨を通報して、不適切行為を改めまたは未然に防ぐことを目的としています。
通報・相談方法等の詳細につきましては、本学ホームページに掲載していますのでご参照ください。

○通報相談窓口 内部監査室内　公益通報受付・相談窓口（創立60周年記念館９階）
○通報の方法 電話・電子メール・FAX・書面及び窓口における面談により通報することができます。

電話：内線　7029、7030　FAX：019-624-5758　E-mail：kansa@j.iwate-med.ac.jp
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①研究テーマ
・大脳皮質形成とシナプス形成・ダイナミクスおよびその異常

による精神・神経疾患発症の分子メカニズムの研究
②主な著書論文

・脳発達中の神経細胞移動におけるグルココルチコイドの悪影
響.（Mol. Psychiatry 14, 1119-1131, 2009）

・Slug 遺伝子発現とアクチン再構築を介した上皮・間葉転換に
おける MRTF の二重の役割（J. Cell Biol. 179, 1027-1042,
2007）

・GFP 較正法を用いた単一シナプス中の生体分子絶対数の定量
（Nat. Methods 2, 677-684, 2005）

③趣味・特技
・読書と空想

④教職員への自己PR
本学を「地域に行き、全国にそして世界に医療情報を発信す

る大学」として発展させるべく努力してまいります。本学の構
成員は「身体あるいは心を病んだ人々」の最前線に立っており、

「病んだ人々の痛み」を理解する医療人としての心掛けを常に

持つことが必要だと考えています。
私どもの研究室（医歯薬総合研究所神経科学研究部門）では、

精神・神経疾患発症のメカニズムを研究しています。この研究
の成果により、多くの病気の原因を治療法が見つかればとの夢
を持って頑張っています。今後ともよろしくお願いいたします。

⑤経　歴
昭和48年 岩手医科大学医学部卒業
昭和52年 大阪大学大学院医学研究科修了
昭和52年 大阪大学医学部神経薬理生化学教室助手
昭和56年 同　上　助教授
昭和63年 同　上　教授
昭和63年 大阪大学医学部バイオメディカル教育研究セ

ンター神経生化学教室教授
平成５年 大阪大学医学部バイオメディカル教育研究セ

ンター長（平成７年10月まで）
平成６年 大阪大学評議員（平成７年10月まで）
平成11年 大阪大学大学院医学系研究科バイオメディカ

ル教育研究センター神経生化学教授
平成17年 大阪大学大学院医学系研究科・医学部・生体

生理医学専攻・神経科学講座（神経細胞医科
学）教授（組織改変のため）

平成18年 大阪大学大学院医学系研究科・医学部附属子
どものこころ分子統御機構研究センター教授

（兼任）
平成19年 大阪大学大学院医学系研究科・医学部附属共

同研究実習センター・センター長
平成23年４月 大阪大学名誉教授、現職

役　　職 副学長
医歯薬総合研究所所長

氏　　名 祖父江 憲治（そぶえ けんじ）

生年月日 昭和23年８月28日
愛知県生まれ

①研究テーマ
・放射線腫瘍学（化学放射線療法、高精度放射線治療）、緊急

被ばく医療
②主な著書論文

・切除可能食道扁平上皮癌に対する手術と化学放射線療法との
前向き比較試験（Int J RadiatOncolBiolPhys 2009；75：348-
56）

・サイクリン依存性キナーゼ阻害による食道腺癌細胞・異種移
植片の放射線感受性改善（RadiotherOncol 2006；80：185-91）

・CpG オリゴデオキシヌクレオチドの腫瘍放射線感受性増感
（Cancer Res 2004；64：5074-7）

③趣味・特技
・サッカー、文房具

④教職員への自己PR
放射線腫瘍学は、放射線というモダリティを軸に、横断的に

がん診療に携わっていく分野です。決して新しいモダリティで
はありませんが、今なお工学的・生物学的に進化を続けている
領域でもあります。放射線治療を通じて多くの先生方と協力さ
せていただき、本学の発展にわずかでも寄与できればと念願し
ております。また緊急被ばく医療の面では、東海村JCO臨界事
故・東日本大震災と、2度の放射線事故の対応にあたっており、
この経験が何かのお役に立てればと考えております。どうぞよ
ろしくお願い致します。

⑤経　歴
平成１年 東北大学医学部卒業

東北大学医学部放射線科研修医
平成３年 秋田厚生連平鹿総合病院放射線科医員
平成６年 東北大学医学部放射線科医員
平成10年 東北大学医学部放射線科助手
平成10年 国立水戸病院放射線科医長
平成15年 米国 MD アンダーソンがんセンター留学
平成17年 宮城県立がんセンター主任医長
平成18年 東北大学医学部放射線治療科講師
平成23年５月 現職

所 属 名 医学部放射線医学講座
役　　職 教授
氏　　名 有賀 久哲（ありが　ひさのり）

生年月日 昭和39年７月13日
静岡県生まれ

①研究テーマ　　②主な著書論文（英文の場合は和訳掲載）
③趣味・特技　　④教職員への自己 PR ⑤経歴

①研究テーマ
・井原西鶴を中心とした江戸文学研究

②主な著書論文
・共著『西鶴が語る江戸のダークサイド』（西鶴研究会編、ぺ

りかん社、2011）
・「『新笑可記』巻１の２「一つの巻物両家に有」論」（『長野

県短期大学紀要』64、2009）
・「西鶴とジビエ料理─青鷺の杉焼と鶉の焼鳥─」『国文学解

釈と鑑賞』別冊特集「文学に描かれた日本の『食』の姿」、
2008）

③趣味・特技
・フルート、表千家茶道、連句

④教職員への自己PR
石川啄木の息遣いが今なお聞こえてきそうな城跡公園の佇ま

い、宮沢賢治がこよなく愛した岩手山や南昌山の雄姿など、何
もかもが新鮮で美しく、本学での教育・研究活動に立ち向うわ
たくしの背中を後押ししてくれているような心強さを覚えま
す。

卒業論文以来の研究テーマであります江戸の浮世草子作家井
原西鶴の研究を続けるとともに、日本文学や日本語表現にかか
わる今までの教育活動の経験を生かして、医療人養成のための
人間教育に専念して参ります。また地域の皆様に、文学に描か
れた生と死と愛の諸相についてお話させていただくなかで、本
学の地域貢献に協力させていただければと考えております。な
にとぞよろしくお願い申し上げます。

⑤経　歴
昭和57年 東北大学文学部卒業
昭和62年 東北大学大学院文学研究科満期退学
昭和62年 関東国際高等学校・文教大学短期大学部・神

奈川県立外国語短期大学非常勤講師
平成９年 長野県短期大学文学科・講師
平成12年 長野県短期大学文学科・助教授
平成19年 長野県短期大学多文化コミュニケーション学

科・教授
平成23年４月 現職

所 属 名 共通教育センター
人間科学科文学分野

役　　職 教授
氏　　名 平林 香織（ひらばやし かおり）

生年月日 昭和34年５月21日
宮城県生まれ

副学長、新任教授の紹介副学長、新任教授の紹介
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●任　用
教　授（放射線医学） 有賀　久哲
助　教（外科学） 馬場　誠朗

〃　（　〃　） 野田　宏伸
〃　（脳神経外科学） 千田　光平
〃　（　 〃 ） 枡　　一毅
〃　（心臓血管外科学） 熊谷　和也

（５月１日付）
●採　用
専門研修医（内科学糖尿病・代謝内科分野） 松井　瑞絵

〃 （小児科学） 塩畑　　健
看護師（循環器医療センター５階） 若栁　育恵

（５月１日付）
●異　動
講　師（内科学循環器・腎・内分泌内科分野）田中　文隆

花巻温泉病院より
（５月１日付）

●出　張
講　師（内科学循環器・腎・内分泌内科分野）田中　文隆

（仙台社会保険病院） H23.11.30まで
（５月18日付）

●帰　任
助　教（内科学神経内科・老年科分野）紺野　可奈子
専門研修医（眼科学） 鳴海　新平

（５月１日付）
●普通退職
助　教（外科学） 御供　真吾

（５月８日付）

准教授（心臓血管外科学） 湊谷　謙司
助　教（整形外科学） 佐藤　博宣

〃　（　　〃　　） 佐藤　正義
〃　（　　〃　　） 村上　賢也
〃　（　　〃　　） 八重樫　幸典
〃　（　　〃　　） 内村　瑠里子
〃　（眼科学） 宮本　博之

（５月31日付）

村上　弥生（中６階看護師）
旧姓　細田 ４月22日

觸澤　　優（NICU 看護師） ４月23日
奥山　郁江（NICU 看護師）

旧姓　菊池 ４月23日
阿部　圭祐（花巻手術室看護師）

早美（西４階看護師）
旧姓　多田 ５月４日

川村　美香子（看護部長室看護師）
長男　春永 ４月６日

鈴木　香織（看護部長室看護師）
長女　優心 ４月７日

宮﨑　昌子（看護部長室看護師）
長女　こころ ４月12日

漆原　由美子（看護部長室看護師）
長女　美桜 ４月14日

髙橋　健身（中央放射線部診療放射線技師）
二男　陽架 ４月18日

人　事 荒木関　花織（花巻リハビリテーション室理学療法士）
長女　唯香 ４月20日

長澤　　大（口腔外科学顎口腔外科学分野助教）
二女　梧子 ４月23日

千葉　健太（臨床工学室臨床工学技師）
二男　奏介 ４月24日

佐藤　知美（看護部長室看護師）
二女　美桜 ４月28日

菊池　綾乃（東９階看護師）
母堂　菊池　政子　63才 ３月11日

及川　暁二（臨床工学室臨床工学技士）
尊父　及川　　饒　79才 ３月11日

田中　三知子（眼科学助教）
尊父　田中　　仁　74才 ３月11日

松本　　清（栄養部調理師）
尊父　松本　孝太郎 87才 ４月14日

大矢　恭子（看護部長室副看護部長）
尊父　大矢　一　88才 ４月21日

岩渕　玲子（共通教育センター化学科助教）
尊父　藤田　一茂　85才 ５月５日

鎌田　郁恵（花巻温泉病院２階看護師）
母堂　十文字　幸子 57才 ５月７日

袰岩　美穂子（栄養部主任栄養士）
尊父　袰岩　敏夫　79才 ５月11日

佐々木　つづえ（東8階看護師）
母堂　米澤　リエ　89才 ５月14日

ご結婚おめでとうございます

お誕生おめでとう よろチく

謹んでお悔やみ申し上げます

区　分 申込件数 募金金額（円）
412 216,672,000
170 76,010,000
38 66,410,000
97 14,045,000
1 100,000

85 189,720,000
803 562,957,000

圭　　陵　　会
在 学 生 ご 父 母
役員・名誉教授
教　　職　　員
在　　学　　生
一　　　　　般

合　　計

今回は９回目の御芳名紹介です。（平成23年３月１日〜平成23年４月30日）
※御芳名及び寄付金額は、掲載を希望されない方については掲載しておりません。

会社・法人等
＜2,000,000円＞
協栄テックス株式会社（盛岡市）
＜1,000,000円＞
医療法人緑生会西島こどもクリニック（盛岡市）

株式会社システムエイド（盛岡市）
＜御芳名のみ記載＞
共立医科器械株式会社（盛岡市）
株式会社ケア・テック（盛岡市）

丸木医科器械株式会社（宮城県仙台市）
医療法人　緑明会（盛岡市）

（受付順、敬称略）

● 総合移転整備事業募金 〜 皆様のご厚志により支えられています 〜

個　人
＜10,000,000円＞
石井　清一 （一般）
＜1,000,000円＞
小川　　彰 （役員）
＜御芳名のみ記載＞
齋藤　隆助 （元教職員）
髙橋　眞二 （医12）
清水　新司 （教職員）

伊藤　忠一 （名誉教授）
鎌田　弘之 （医33）

（受付順、敬称略）

（平成23年４月30日現在）

これまでの募金累計額

平成21年６月から始まりました岩手医科大学総合移転整備事業募金に対し、格別のご理解とご支援を賜り
ました皆様方お一人おひとりに、厚く御礼を申し上げます。誠にありがとうございました。

皆様のご厚志は、大学発展の大きな原動力となるものであり、本事業の早期達成のため有効に活用させて
いただいております。
今後とも関係各方面からの格別なるご協力・ご支援を賜わりますよう衷心よりお願い申し上げます。

岩手医科大学募金状況報告岩手医科大学募金状況報告岩手医科大学募金状況報告
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きにリウマチが悪くなると訴えています。しかし、
月別にみた悪化の訴え率をグラフにすると本州の各
都市では６月、沖縄では５月と梅雨前線が停滞する
時期に一致していることが認められます。リウマチ
が梅雨の季節病とされている理由です。

関節が痛くなる原因を、天気，気圧の変化，湿度，
気温と指摘する人はそれぞれ４人に１人と高い比率
です。天候の影響については個人差が大きく一定の
傾向が認められていませんが、患者さんを、温度や
湿度，気圧，気流（風）などが自由に調節できる人
工気候室に住まわせた実験では、気圧の低下と湿度
の上昇が同時に起こったときにはじめて症状が憎悪
することがわかっています。気圧の低下と湿度の上
昇が同時に起こる自然界での気象条件は、移動性の
低気圧が通過する時、気団の交代時に発現します。
梅雨季から盛夏にかけては暑さ
のため炎症性疾患であるリウマ
チでは全身の消耗感が強くなる
うえ、高湿度の状態が続き最悪
のコンディションになるのだろ
うと説明されています。

リウマチ性疾患とは骨、関節、筋肉、腱などが痛
む病気の総称で、関節が腫れることもあります。そ
の代表的なものとして関節リウマチと変形性関節症
があり、それらの病気の原因も病状もかなり異なり
ますが、関節やその周辺が痛むとか気象の影響を受
けるという点では共通しています。医療の現場では
関節リウマチのことをリウマチと呼ぶのが一般的で
す。リウマチは、関節包の内張りをしている滑膜が
勝手に増殖して周辺の骨や軟骨を破壊していく病気
です。きっかけになる原因はわかっていませんが、
体内で免疫が自分自身を攻撃してしまう自己免疫疾
患だと言われています。

リウマチでは病気の症状が天気などによって変化
します。患者さんのなかには、低気圧の接近で関節
が痛くなったりするので、天気予報よりも正確だと
話す方もいます。

気象現象の変化で症状が発現したり悪化する疾患
のことを気象病といいます。

また、季節により発症しやすい病気を季節病とし
ています。日本でのアンケートによりますと約８割
の患者さんが季節の影響を受け、特に冬や梅雨のと

天候とリウマチについて

整形外科学講座

助教 安藤　貴信No.�27
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３．11の大震災から３カ月が経ち、震災報道一色だったテレビ、
新聞等も徐々に時間、紙面に占める割合が減ってきたように思
います。しかし、被災地で避難所生活を送っている方々の悲惨
な状況は何ら変わっていないように思います。さて、大震災に
おける大学報の役割を考えますと、少なくとも岩手の医療の根
幹を担う岩手医大の大学報として何ができるのか真剣に考えて
いかねばなりません。大学報は大震災、大津波による被災地の
復興の支援状況や被災者の医療支援の現況、職員の被災に対す
る激励、支援を中心に継続的にお伝えすることが使命の一つと
考えております。「頑張ろう岩手！」 （編集委員　山崎　健）

第86回大学報編集委員会
日　　時：平成23年６月16日（木） 午後４時〜午後５時

出席委員：山崎　健、影山　雄太、齋野　朝幸、藤本　康之、小山　薫、佐藤　仁、下山　佑、佐々木　志津子、佐々木　光政、米澤

裕司、赤松　順子、佐々木　忠司、中島　久雄、武藤　千恵子、野里　三津子


